
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラにおいて、
デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可否を含む初
期チェック項目を判定する初期判定手段と、
撮像動作の開始を指示する撮像指示部材と、
画像データを一時的に格納するための記憶手段と、
を備え、
デジタルカメラの起動時に、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定前に、前
記撮像指示部材により撮像動作開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した
画像データを前記記憶手段に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の
判定を行い、前記第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記記憶手段に格納した画
像データを前記第１の記録媒体に記憶することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラにおいて、
デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可否を含む初
期チェック項目を判定する初期判定手段と、
撮像動作の開始を指示する撮像指示部材と、
画像データを一時的に格納するための記憶手段と、
を備え、
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デジタルカメラの起動時に、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定前に、前
記撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、前記初期判定手段は、前記
第１の記録媒体の１ゾーンについてのみ判定を行い、当該１ゾーンが使用可能である場合
には撮像を行って撮像した画像データを当該１ゾーンに記録し、その後、前記初期判定手
段は前記第１の記録媒体の他の部分について判定を行うことを特徴とするデジタルカメラ
。
【請求項３】
被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラにおいて、
デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可否を含む初
期チェック項目を判定する初期判定手段と、
撮像動作の開始を指示する撮像指示部材と、
内部に設けられ、挿脱不可能な第２の記録媒体と、
画像データを一時的に格納するための記憶手段と、
撮像した画像データの記録先として、前記第１の記録媒体または前記第２の記録媒体のい
ずれか一方の選択を指示する記録媒体指示部材と、
を備え、
前記記録媒体指示部材により前記第１の記録媒体が選択された場合において、デジタルカ
メラの起動時に、前記初期判定手段による第１の記録媒体の判定終了前に、前記撮像指示
部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した画像デー
タを前記記憶手段に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定を行
い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記記憶手段に格納した画像データ
を前記第１の記録媒体に記憶することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項４】
前期初期判定手段により前記第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、
前記記憶手段に格納された画像データを、前記第２の記録媒体に記録することを特徴とす
る請求項３に記載のデジタルカメラ。
【請求項５】
被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラにおいて、
デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可否を含む初
期チェック項目を判定する初期判定手段と、
撮像動作の開始を指示する撮像指示部材と、
内部に設けられ、挿脱不可能な第２の記録媒体と、
画像データを一時的に格納するための記憶手段と、
撮像した画像データの記録先として、前記第１の記録媒体または前記第２の記録媒体のい
ずれか一方の選択を指示する記録媒体指示部材と、
を備え、
前期記録媒体指示部材により前記第１の記録媒体が選択された場合において、デジタルカ
メラの起動時に、前記初期判定手段による第１の記録媒体の判定終了前に、前記撮像指示
部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した画像デー
タを前記第２の記録媒体に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判
定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記第２の記録媒体に格納し
た画像データを前記第１の記録媒体に記憶することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項６】
前期初期判定手段により前記第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、
前記第２の記録媒体に格納された画像データを保持することを特徴とする請求項５に記載
のデジタルカメラ。
【請求項７】
前記第１の記録媒体はスマートメディアであることを特徴とする請求項１～６のいずれか
一つに記載のデジタルカメラ。
【請求項８】
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前記第１の記録媒体はコンパクトフラッシュであることを特徴とする請求項１、３～６の
いずれか一つに記載のデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、デジタルカメラに関し、詳細には、撮影した画像データを記録媒体に記録す
るデジタルカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
図４は、メモリカードに画像データを記録する形式の従来のデジタルカメラの一例を示す
ブロック図である。同図に示すデジタルカメラでは、レリーズボタン１０の操作によって
撮影動作が開始する。まず、被写体からの光は不図示のレンズを通り、不図示のシャッタ
、絞りにより適正光量に制御されてから撮像素子であるＣＣＤ１に至る。被写体からの光
はこのＣＣＤ１により光電変換され、信号処理回路２によりこの受信信号にガンマ補正等
の処理が施されて画像信号とされる。画像信号はＡ／Ｄ変換回路３によりデジタル信号に
変換され、フレームメモリ４内に一旦格納される。
【０００３】
フレームメモリ４内に格納された画像信号データは、所定の単位毎にまとめられて圧縮処
理回路５に送出され、この圧縮処理回路５により既知のデータ圧縮処理が施された後、カ
ードＩ／Ｆ回路６を介してメモリカード７内の不図示のメモリ内に記憶される。このメモ
リカード７はデジタルカメラと別体に設けられており、このデジタルカメラに対して挿脱
可能とされている。なお、制御回路８は上述の各回路の制御を行い、電源回路９は各回路
に電源電圧を供給する。
【０００４】
制御回路８は、レリーズボタン１０が操作されると、メモリカード７への画像データ記録
に先だって、このメモリカード７の状態をチエックする。具体的には、制御回路８はつぎ
のような項目についてメモリカード７のチエックを行う。
【０００５】
▲１▼　メモリカードの挿入の有無
▲２▼　メモリカードの種類
▲３▼　メモリカードのアクセススピード
▲４▼　メモリカードのメモリ容量
▲５▼　バックアップ用電源の電圧
▲６▼　ライトプロテクトスイッチの状態
▲７▼　メモリカードへのフォーマットの有無
▲８▼　記録格納な残りの駒数（あるいは残りのメモリ容量）
【０００６】
上記チック項目の各項目についてそれぞれ説明する。
▲１▼　メモリカードの挿入の有無
メモリカードが挿入されていない場合は、画像データの記録ができないので、警告表示を
行って撮像動作を禁止しなければならない。
【０００７】
▲２▼　メモリカードの種類
メモリにはＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、マスクＲＯＭ、ＯＴ（ワンタイム）ＰＲＯＭ、ＥＥＰＲ
Ｍ等の種類があり、たとえば、マスクＲＯＭのように電気的書込が不可能なメモリを使用
したメモリカードはデジタルカメラに使用できない。また、書込可能でもデジタルカメラ
自体がサポートしないメモリカードもある。
【０００８】
▲３▼　メモリカードのアクセススピード
メモリカードはマネジメント回路等で定められるアクセススピードを有し、一方、デジタ
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ルカメラもクロック速度等で定められるアクセススピードを有する。メモリカード側のア
クセススピードがデジタルカメラ側のアクセススピードよりも遅し場合はデータの授受が
確実に行われないため、このようなメモリカードは使用できない。
【０００９】
▲４▼　メモリカードのメモリ容量
メモリカードのメモリ容量は１ＭＢ（メガバイト）、２Ｍバイト等種々あるが、デジタル
カメラ側に最小メモリ容量の制約がある場合は、それ未満のメモリ容量を有するメモリカ
ードは使用できない。
【００１０】
▲５▼　バックアップ用電源の電圧
メモリカード内にバックアップ用の電源（バッテリ）が備えられている場合、電源電圧が
低下しているときには記録された内容のバックアップ動作が保証できないため、記録動作
を禁止しなければならない。
【００１１】
▲６▼　ライトプロテクトスイッチの状態
メモリカードがライトプロテクト（書込禁止／許容）スイッチを備えている場合、このス
イッチがライトプロテクト（書込禁止）側に設定されているときには、記録動作を禁止し
なければならない。
【００１２】
▲７▼　メモリカードへのフォーマットの有無
メモリカードには画像データの他に管理データ（各画像データの記録場所やデータの大き
さ等の情報）が記録されているが、これらデータをメモリカード内に記録する場所や管理
データの初期値は各カメラ毎に定められている。データを記録する際のこのようなルール
をフォーマットと称する。メモリカードは１回フォーマットがなされれば、基本的には同
一のフォーマットを有する他のカメラに使用されても画像データの記録が可能であるが、
使用しているカメラと異なるフォーマットを有するカードに記録された画像データは、管
理データが正確に再生できないために結果として再生が不能となる恐れがある。従って、
使用するカメラに適合したフォーマットがなされているか否かを判定する必要が生じる。
なお、未フォーマットのカードは使用前に必ずフォーマットする必要がある。
【００１３】
▲８▼　記録格納な残りの駒数（あるいは残りのメモリ容量）
画像データを記録する度に、記録可能な残りの駒数が減少し、残り駒数が０になったら記
録動作を禁止しなければならない。
【００１４】
上述の各チック項目は、その内容によって以下の二つのグループに大別することができる
。第１のグループとして、メモリカードがカメラに挿入されているとき一回だけチエック
すれば良い項目。画像データの記録・消去、メモリカードに対する操作および時間経過等
の要因で変化しない項目については、メモリカードが挿入されたとき一回だけチエックす
れば良く、そのカードが挿入されている限りは重ねてチエックする必要がない。これに該
当する上述の項目としては、▲２▼、▲３▼、▲４▼、▲７▼である。
【００１５】
但し、メモリカードがカメラから抜去された後に再びメモリカードが挿入された場合は、
異なるメモリカードが挿入されるおそれもあるので、再度チエックする必要がある。なお
、メモリカード内の画像データを全て消去する場合、あるいはメモリカードのフォーマッ
トを行う場合には、これに伴って残り駒数を初期化せねばならず、この際にメモリカード
のメモリ容量▲４▼を知る必要があるが、これはメモリカードのチエックには相当しない
。
【００１６】
第２のグループとしては、撮像動作前に必ずチエックしなければならない項目がある。上
述の要因で変化し得る項目については、撮像動作の直前に必ずチエックしなければならな
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い。これに該当する上述の項目としては、▲１▼、▲５▼、▲６▼、▲８▼である。
【００１７】
このように、メモリカードに対するチエック項目の中には、メモリカードがカメラに挿入
されたとき一回だけチエックすれば良い項目も存在するが、上述の従来のデジタルデジタ
ルカメラにおいては、画像データを記録する直前に、その都度全ての▲１▼～▲８▼につ
いてメモリカードのチエックを行っていたので、チエックの時間だけ撮像動作全体の時間
がかかるとともに、カメラの制御シーケンスが複雑になっていた。
【００１８】
上述の問題を解決するための技術として、たとえば、特開平６－６６６５号公報の「デジ
タルカメラ」が提案されている。図５は、特開平６－６６６５号公報の「デジタルカメラ
」のブロック図である。
【００１９】
かかる「デジタルカメラ」は、同図に示す如く、挿脱検出機構２０によりメモリカード１
７の挿入が検出されてからレリーズボタン２３による最初の撮像動作までの間に、メモリ
カード１７の使用の可否を含む初期チエック項目を判定する初期判定手段（制御回路１８
）と、この初期判定手段（制御回路１８）の判定結果が格納される不揮発性メモリ２１と
、レリーズボタン２３による撮像動作に応じて、不揮発性メモリ２１に格納された判定結
果を読み出してメモリカード１７への画像データの記録の可否を含む撮像時チエック項目
を判定する撮影時判定手段（制御回路１８）とを備えている。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の特開平６－６６６５号公報の「デジタルカメラ」にあっては、一度
メモリカードを挿脱した後の最初の初期判定では、初期チエック項目を全て判定した後に
撮影が可能となるため、電源を起動してから実際に記録動作が可能になるまで長時間要す
るという問題がある。
【００２１】
本発明は、上記に鑑みてなされたものであり、電源を起動してから実際に記録動作が可能
になるまでのタイムラグを低減することが可能なデジタルカメラを提供することを目的と
する。
【００２２】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、請求項１にかかる発明は、被写体を撮像して画像データ
を記憶するデジタルカメラにおいて、デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた
第１の記録媒体の使用の可否を含む初期チェック項目を判定する初期判定手段と、撮像動
作の開始を指示する撮像指示部材と、画像データを一時的に格納するための記憶手段とを
備え、デジタルカメラの起動時に、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定前
に、前記撮像指示部材により撮像動作開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮
像した画像データを前記憶手段に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒
体の判定を行い、前記第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記記憶手段に格納し
た画像データを前記第１の記録媒体に記憶するものである。
【００２３】
この発明によれば、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による挿脱可能な第１の記
録媒体の判定前に、撮像指示部材により撮像動作開始の指示があった場合は、撮像動作を
優先して撮像した画像データを記憶手段に格納した後、初期判定手段による当該第１の記
録媒体の判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、記憶手段に格納し
た画像データを挿脱可能な記録媒体に記憶する。
【００２４】
また、請求項２にかかる発明は、被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラ
において、デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可
否を含む初期チェック項目を判定する初期判定手段と、撮像動作の開始を指示する撮像指
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示部材と、画像データを一時的に格納するための記憶手段とを備え、デジタルカメラの起
動時に、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定前に、前記撮像指示部材によ
り撮像動作の開始の指示があった場合は、前記初期判定手段は、前記第１の記録媒体の１
ゾーンについてのみ判定を行い、当該１ゾーンが使用可能である場合には撮像を行って撮
像した画像データを当該１ゾーンに記録し、その後、前記初期判定手段は前記第１の記録
媒体の他の部分について判定を行うものである。
【００２５】
この発明によれば、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による挿脱可能な第１の記
録媒体の判定前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、初期判定
手段は、当該第１の記録媒体の１ゾーンについてのみ判定を行い、当該１ゾーンが使用可
能である場合には撮像を行って撮像した画像データを当該１ゾーンに記録し、その後、初
期判定手段は第１の記録媒体の他の部分について初期判定を行う。
【００２６】
また、請求項３にかかる発明は、被写体を撮像して画像データを記憶するデジタルカメラ
において、デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可
否を含む初期チェック項目を判定する初期判定手段と、撮像動作の開始を指示する撮像指
示部材と、内部に設けられ、挿脱不可能な第２の記録媒体と、画像データを一時的に格納
するための記憶手段と、撮像した画像データの記録先として、前記第１の記録媒体または
前記第２の記録媒体のいずれか一方の選択を指示する記録媒体指示部材とを備え、前記記
録媒体指示部材により前記第１の記録媒体が選択された場合において、デジタルカメラの
起動時に、前記初期判定手段による第１の記録媒体の判定終了前に、前記撮像指示部材に
より撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した画像データを前
記記憶手段に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定を行い、当
該第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記記憶手段に格納した画像データを前記
第１の記録媒体に記憶するものである。
【００２７】
この発明によれば、記録媒体指示部材により挿脱可能な第１の記録媒体が選択された場合
において、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による当該第１の記録媒体の判定終
了前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して
撮像した画像データを記憶手段に格納した後、初期判定手段による当該第１の記録媒体の
判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、記憶手段に格納した画像デ
ータを当該第１の記録媒体に記憶する。
【００２８】
また、請求項４にかかる発明は、請求項３に記載の発明において、前期初期判定手段によ
り前記第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、前記記憶手段に格納さ
れた画像データを、前記第２の記録媒体に記録するものである。
【００２９】
また、請求項５にかかる発明は、被写体を撮像して画像データを記録するデジタルカメラ
において、デジタルカメラの起動時に、挿脱可能に設けられた第１の記録媒体の使用の可
否を含む初期チェック項目を判定する初期判定手段と、撮像動作の開始を指示する撮像指
示部材と、内部に設けられ、挿脱不可能な第２の記録媒体と、画像データを一時的に格納
するための記憶手段と、撮像した画像データの記録先として、前記第１の記録媒体または
前記第２の記録媒体のいずれか一方の選択を指示する記録媒体指示部材とを備え、前期記
録媒体指示部材により前記第１の記録媒体が選択された場合において、デジタルカメラの
起動時に、前記初期判定手段による第１の記録媒体の判定終了前に、前記撮像指示部材に
より撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した画像データを前
記第２の記録媒体に格納した後、前記初期判定手段による前記第１の記録媒体の判定を行
い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、前記第２の記録媒体に格納した画像
データを前記第１の記録媒体に記憶するものである。
【００３０】
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この発明によれば、記録媒体指示部材により挿脱可能な第１の記録媒体が選択された場合
において、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による当該第１の記録媒体の判定終
了前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、撮像動作を優先して
撮像した画像データを挿脱不可能な第２の記録媒体に格納した後、初期判定手段による第
１の記録媒体の判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、第２の記録
媒体に格納した画像データを第１の記録媒体に記憶する。
【００３１】
また、請求項６にかかる発明は、請求項５に記載の発明において、前期初期判定手段によ
り前記第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、前記第２の記録媒体に
格納された画像データを保持するものである。
【００３２】
また、請求項７にかかる発明は、請求項１～６のいずれか一つに記載のデジタルカメラに
おいて、前記第１の記録媒体はスマートメディアであることとした。
【００３３】
また、請求項８にかかる発明は、請求項１、３～６のいずれか一つに記載のデジタルカメ
ラにおいて、前記第１の記録媒体はコンパクトフラッシュであることとした。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下に添付図面を参照して、この発明にかかるデジタルカメラの好適な実施の形態を詳細
に説明する。
【００３５】
図１は、本発明によるデジタルカメラの一実施の形態を示すブロック図である。同図にお
いて、１００はデジタルカメラを示しており、このデジタルカメラ１００は、被写体を結
像する撮影レンズ１０１、結像した被写体像を画像データに変換する撮像素子１０２、画
像データに各種画像処理を施す画像処理回路１０３、ＲＯＭに格納された各種制御プログ
ラムに従って全体の動作を制御する制御回路１０４、たとえばＤＲＡＭからなり、画像デ
ータを一時的に格納するための一時記憶メモリ１０５、たとえばＳＤＲＡＭからなり、内
部に設けられかつ挿脱不可能に設けられた挿脱不可能記録媒体１０６、たとえばスマート
メディアやコンパクトフラッシュからなり、挿脱可能に設けられた挿脱可能記録媒体１０
７、画像データに基づく画像を表示するための表示部１０８、撮影した画像データの記録
先として、挿脱不可能記録媒体１０６または挿脱可能記録媒体１０７のいずれか一方の選
択を指示するための記録媒体指示部材１０９、撮影動作の開始を指示する撮像動作開始指
示部材１１０、デジタルカメラの電源のＯＮ／ＯＦＦを指示する電源オン指示部材１１１
を備えている。
【００３６】
上述の制御回路１０４は、デジタルカメラの起動時（電源ＯＮ時）に、挿脱可能記録媒体
１０８の使用の可否を含む初期チェック項目を判定する初期判定手段として機能する。
【００３７】
図２は、制御回路１０４により実行される挿脱可能記録媒体１０７の初期判定処理を説明
するためのフローチャートである。図２を参照して、制御回路１０４により実行される挿
脱可能記録媒体１０７の初期判定処理を説明する。以下の説明では、記録媒体指示部材１
０９により、撮影した画像データの記録先として挿脱可能記録媒体１０７が選択されてい
る場合を説明する。
【００３８】
図２において、まず、電源オン指示部材１１０により電源オンが指示されると、制御回路
１０４は、デジタルカメラの各部に電源を供給する（ステップＳ１００）。そして、制御
回路１０４は、挿脱可能記録媒体１０７の初期判定を開始する（ステップＳ１０１）。挿
脱可能記録媒体１０７がスマートメディアである場合には、▲１▼チップＩＤ確認（ハー
ド）、▲２▼ＳＳＦＤＣ規格確認（タプル確認）、▲３▼物理ブロック確認（物理／論理
テーブル作成）、▲４▼ＤＯＳ確認、▲５▼画像ファイル確認が行われる。また、挿脱可
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能記録媒体１０７がコンパクトフラッシュである場合には、▲１▼カード情報確認（タプ
ル確認）、▲２▼ＡＴＡ　ＩＤ確認（ＡＴＡ規格）、▲３▼カードセットアップ（カード
モードセット）、▲４▼ＤＯＳ確認、▲５▼画像ファイル確認が行われる。
【００３９】
ついで、制御回路１０４は、撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開始指示がある
か否かを判断する（ステップＳ１０２）。撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開
始指示があった場合には、制御回路１０４は、挿脱可能記録媒体１０７の初期判定を中断
する（ステップＳ１０６）。そして、制御回路１０４は撮影動作を実行させる（ステップ
Ｓ１０７）。具体的には、撮像レンズ１０１で結像した被写体像を、撮像素子１０２で画
像データに変換し、画像処理回路１０３でこの画像データに対して画像処理を施し、画像
処理後の画像データを一時記憶メモリ１０５に一旦記憶する。
【００４０】
そして、画像データを一時記憶メモリ１０５に記憶後、制御回路１０４は、初期判定を続
行する（ステップＳ１０９）。つぎに、制御回路１０４は、初期判定の結果、挿脱可能記
録媒体１０７が使用可能であるか否かを判断する（ステップＳ１１０）。挿脱可能記録媒
体１０７が使用可能であると判断した場合には、一時記憶メモリ１０５に格納されている
画像データを挿脱可能記録媒体１０７に記憶する（ステップＳ１１１）。他方、挿脱可能
記録媒体１０７が使用不可能であると判断した場合には、一時記憶メモリ１０５に格納さ
れている画像データを挿脱不可能記録媒体１０６に記憶する（ステップＳ１１２）。この
際、表示部１０８に挿脱可能記録媒体１０７が使用不可能である旨の警告表示を行う（ス
テップＳ１１３）。
【００４１】
また、上記ステップＳ１０２において、撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開始
指示がなかった場合には、制御回路１０４は、初期判定をそのまま実行し（ステップＳ１
０３）、初期判定が終了すると、制御回路１０４は、初期判定の結果、挿脱可能記録媒体
１０７が使用可能であるか否かを判断する（ステップＳ１０４）。挿脱可能記録媒体１０
７が使用可能であると判断した場合には当該フローを終了する一方、挿脱可能記録媒体１
０７が使用不可能であると判断した場合には、表示部１０８に挿脱可能記録媒体１０７が
使用不可能である旨の警告表示を行う（ステップＳ１０５）。
【００４２】
上記処理によれば、記録媒体指示部材１０９により、挿脱可能記録媒体１０７が選択され
ている場合において、制御回路１０４はデジタルカメラの起動時の挿脱可能記録媒体１０
７の初期判定前に、撮像動作指示部材１１０により撮像動作の開始の指示があった場合は
、撮像動作を優先して撮像を行い、撮像した画像データを一時記憶メモリ１０５に格納し
た後、挿脱可能記録媒体１０７の初期判定を行い、挿脱可能記録媒体１０７が使用可能で
ある場合には、一時記憶メモリ１０５に格納した画像データを挿脱可能記録媒体１０７に
記憶することとしたので、初期判定の終了を待たずに撮影を行うことができ、電源を起動
してから実際に記録動作が可能になるまでのタイムラグを低減することが可能となる。
【００４３】
また、挿脱可能記録媒体１０７が使用可能である場合には、一時記憶メモリ１０５に格納
された画像データを、挿脱不可能記録媒体１０６に記録することとしたので、ユーザが撮
影機会を逃すことを防止できる。
【００４４】
なお、制御回路１０４は、挿脱可能記録媒体１０７が、たとえばスマートメディアである
場合には、デジタルカメラの起動時に、挿脱可能記録媒体１０７の判定前に、撮像動作開
始指示部材１１０により撮像動作の開始の指示があった場合は、挿脱可能記録媒体１０７
の１ゾーン（ＭＡＸ１６ＭＢ）についてのみ判定を行い、当該１ゾーンが使用可能である
場合には撮像を行って撮像した画像データを当該１ゾーンに記録し、その後、挿脱可能記
録媒体１０７の残りのゾーンについて初期判定を行うことにしても良い。
【００４５】
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これにより、上述の▲３▼物理ブロック確認（物理／論理テーブル作成）を省くことがで
き、画像データを記録するエリアを高速に判定することが可能となる。付言すると、スマ
ートメディアは、２，４，８，１６、３２，６４，１２８ＭＢのものがあるが、かかる方
法は高容量のカードに特に有効である。
【００４６】
なお、上記フローでは画像データを一時記憶メモリ１０５に一旦格納する構成について説
明したが、図３に示すように、画像データを挿脱不可能記録媒体１０６に一旦格納するこ
とにしても良い。図３は制御回路１０４により実行される挿脱可能記録媒体１０７の初期
判定処理の他の例を説明するためのフローチャートである。
【００４７】
図３を参照して、制御回路１０４により実行される挿脱可能記録媒体１０７の初期判定処
理の他の例を説明する。以下の説明では、記録媒体指示部材１０９により、撮影した画像
データの記録先として挿脱可能記録媒体１０７が選択されている場合を説明する。
【００４８】
図３において、まず、電源オン指示部材１１０により電源オンが指示されると、制御回路
１０４は、デジタルカメラの各部に電源を供給する（ステップＳ２００）。そして、制御
回路１０４は、挿脱可能記録媒体１０７の初期判定を開始する（ステップＳ２０１）。挿
脱可能記録媒体１０７がスマートメディアである場合には、▲１▼チップＩＤ確認（ハー
ド）、▲２▼ＳＳＦＤＣ規格確認（タプル確認）、▲３▼物理ブロック確認（物理／論理
テーブル作成）、▲４▼ＤＯＳ確認、▲５▼画像ファイル確認が行われる。また、挿脱可
能記録媒体１０７がコンパクトフラッシュである場合には、▲１▼カード情報確認（タプ
ル確認）、▲２▼ＡＴＡ　ＩＤ確認（ＡＴＡ規格）、▲３▼カードセットアップ（カード
モードセット）、▲４▼ＤＯＳ確認、▲５▼画像ファイル確認が行われる。
【００４９】
ついで、制御回路１０４は、撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開始指示がある
か否かを判断する（ステップＳ２０２）。撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開
始指示があった場合には、制御回路１０４は、初期判定を中断する（ステップＳ２０６）
。そして、制御回路１０４は撮影動作を実行させる（ステップＳ２０７）。具体的には、
撮像レンズ１０１で結像した被写体像を、撮像素子１０２で画像データに変換し、画像処
理回路１０３でこの画像データに対して画像処理を施し、画像処理後の画像データを挿脱
不可能記録媒体１０６に一旦記憶する。
【００５０】
そして、画像データを挿脱不可能記録媒体１０６に記憶後、制御回路１０４は、初期判定
を続行する（ステップＳ２０９）。つぎに、制御回路１０４は、初期判定の結果、挿脱可
能記録媒体１０７が使用可能であるか否かを判断する（ステップＳ２１０）。挿脱可能記
録媒体１０７が使用可能であると判断した場合には、挿脱不可能記録媒体１０６に格納さ
れている画像データを挿脱可能記録媒体１０７に記憶する（ステップＳ２１１）。他方、
挿脱可能記録媒体１０７が使用不可能であると判断した場合には、挿脱不可能記録媒体１
０６に記憶されている画像データを保持するとともに、表示部１０８に挿脱可能記録媒体
１０７が使用不可能である旨の警告表示を行う（ステップＳ２１２）。
【００５１】
また、上記ステップＳ２０２において、撮像動作開始指示部材１１０により撮像動作開始
指示がなかった場合には、制御回路１０４は、初期判定をそのまま実行し（ステップＳ２
０３）、初期判定が終了すると、制御回路１０４は、初期判定の結果、挿脱可能記録媒体
１０７が使用可能であるか否かを判断する（ステップＳ２０４）。挿脱可能記録媒体１０
７が使用可能であると判断した場合には当該フローを終了する一方、挿脱可能記録媒体１
０７が使用不可能であると判断した場合には、表示部１０８に挿脱可能記録媒体１０７が
使用不可能である旨の警告表示を行う（ステップＳ２０５）。
【００５２】
上記処理によれば、記録媒体指示部材１０９により、挿脱可能記録媒体１０７が選択され
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ている場合において、制御回路１０４はデジタルカメラの起動時の挿脱可能記録媒体１０
７の初期判定前に、撮像動作指示部材１１０により撮像動作の開始の指示があった場合は
、撮像動作を優先して撮像を行い、撮像した画像データを挿脱不可能記録媒体１０６に格
納した後、挿脱可能記録媒体１０７の初期判定を行い、挿脱可能記録媒体１０７が使用可
能である場合には、挿脱不可能記録媒体１０６に格納した画像データを挿脱可能記録媒体
１０７に記憶することとしたので、初期判定の終了を待たずに撮影を行うことができ、電
源を起動してから実際に記録動作が可能になるまでのタイムラグを低減することが可能と
なる。
【００５３】
また、挿脱可能記録媒体１０７が使用不可能である場合には、挿脱不可能記録媒体１０６
に記憶した画像データを保持することとしたので、ユーザが撮影機会を逃すことを防止で
きる。
【００５４】
本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、発明の要旨を変更しない範囲で適宜
変形して実行可能である。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したとおり、請求項１にかかる発明によれば、デジタルカメラの起動時に、初期
判定手段による挿脱可能な第１の記録媒体の判定前に、撮像指示部材により撮像動作開始
の指示があった場合は、撮像動作を優先して撮像した画像データを記憶手段に格納した後
、初期判定手段による当該第１の記録媒体の判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能
である場合には、記憶手段に格納した画像データを挿脱可能な記録媒体に記憶することと
したので、初期判定の終了を待たずに撮影を行うことができ、電源を起動してから実際に
記録動作が可能になるまでのタイムラグを低減することが可能となる。
【００５６】
また、請求項２にかかる発明によれば、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による
挿脱可能な第１の記録媒体の判定前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があっ
た場合は、初期判定手段は、当該第１の記録媒体の１ゾーンについてのみ判定を行い、当
該１ゾーンが使用可能である場合には撮像を行って撮像した画像データを当該１ゾーンに
記録し、その後、初期判定手段は第１の記録媒体の他の部分について初期判定を行うこと
としたので、電源を起動してから実際に記録動作が可能になるまでのタイムラグを低減す
ることが可能となる。
【００５７】
また、請求項３にかかる発明によれば、記録媒体指示部材により挿脱可能な第１の記録媒
体が選択された場合において、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による当該第１
の記録媒体の判定終了前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、
撮像動作を優先して撮像した画像データを記憶手段に格納した後、初期判定手段による当
該第１の記録媒体の判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場合には、記憶手
段に格納した画像データを当該第１の記録媒体に記憶することとしたので、初期判定の終
了を待たずに撮影を行うことができ、電源を起動してから実際に記録動作が可能になるま
でのタイムラグを低減することが可能となる。
【００５８】
また、請求項４にかかる発明によれば、請求項３に記載の発明において、初期判定手段に
より第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、記憶手段に格納された画
像データを、挿脱不可能な第２の記録媒体に記録することとしたので、請求項３に記載の
発明の効果に加えて、ユーザが撮影機会を逃すことを防止できる。
【００５９】
また、請求項５にかかる発明によれば、記録媒体指示部材により挿脱可能な第１の記録媒
体が選択された場合において、デジタルカメラの起動時に、初期判定手段による当該第１
の記録媒体の判定終了前に、撮像指示部材により撮像動作の開始の指示があった場合は、
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撮像動作を優先して撮像した画像データを挿脱不可能な第２の記録媒体に格納した後、初
期判定手段による第１の記録媒体の判定を行い、当該第１の記録媒体が使用可能である場
合には、第２の記録媒体に格納した画像データを第１の記録媒体に記憶することとしたの
で、初期判定の終了を待たずに撮影を行うことができ、電源を起動してから実際に記録動
作が可能になるまでのタイムラグを低減することが可能となる。
【００６０】
また、請求項６にかかる発明によれば、請求項５に記載の発明において、初期判定手段に
より第１の記録媒体が使用不可能であると判定された場合には、第２の記録媒体に格納さ
れた画像データを保持することとしたので、請求項５に記載の発明の効果に加えて、ユー
ザが撮影機会を逃すことを防止できる。
【００６１】
また、請求項７にかかる発明によれば、請求項１～６のいずれか一つに記載の発明におい
て、第１の記録媒体はスマートメディアであることとしたので、請求項１～請求項６のい
ずれか一つに記載の発明の効果に加えて、スマートメディアを使用することが可能となる
。
【００６２】
また、請求項８にかかる発明によれば、請求項１、３～６のいずれか一つに記載の発明に
おいて、第１の記録媒体はコンパクトフラッシュであることとしたので、請求項１、３～
６のいずれか一つに記載の発明の効果に加えて、スマートメディアを使用することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかるデジタルカメラの構成を示す図である。
【図２】制御回路により実行される挿脱可能記録媒体の初期判定処理を説明するためのフ
ローチャートである。
【図３】制御回路により実行される挿脱可能記録媒体の初期判定処理の他の例を説明する
ためのフローチャートである。
【図４】デジタルカメラの従来技術を説明するための図である。
【図５】デジタルカメラの従来技術を説明するための図である。
【符号の説明】
１００　デジタルカメラ
１０１　撮影レンズ
１０２　撮像素子
１０３　画像処理回路
１０４　制御回路
１０５　一時記憶メモリ
１０６　挿脱不可能記録媒体
１０７　挿脱可能記録媒体
１０８　表示部
１０９　記録媒体指示部材
１１０　撮像動作開始指示部材
１１１　電源オン指示部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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